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稲生物怪録稲生物怪録稲生物怪録稲生物怪録

江戸時代中頃の三次を舞台にし、全国的に知られた妖怪物語で、稲生平太

郎（のちの武太夫）が寛延 2年（1749）の夏、30 日間にわたって次々と現れ

る妖怪に立ち向かい、ついに退散させるという話です。

三次町の比熊山のふもとに住んでいた 15 歳の平太郎は、相撲取りの三井権

八とどちらが

強いか肝試しをすることになり、古城跡で墓や井戸があり人々から恐れられ

ていた比熊山に登って大木の根に印をつけてくることになりました。平太郎

は土砂降りの夜に一人で山頂まで登り、平然と降りてきたのです。二人はも

っと大胆なことをやろうと、妖怪を呼び出すという「百物語」を古墓の前で

やりましたが、この夜は何事も起こりませんでした。

ところが、しばらくたった７月１日の夜、突然家鳴がして、屋敷に一つ目

の大男が現れて平太郎を襲いました。それから毎晩、血のしたたる女の生首

が連中を飛んだり、巨大な老婆が寝ている平太郎の顔をなめるなど、さまざ

まな妖怪が出て脅かしました。このことは町中の評判になりましたが、平太

郎は少しもひるまず、妖怪の正体を見破るまでは降参できないと頑張りまし

た。すると 7月 30 日、ついに妖怪の魔王が姿を現し、平太郎の勇気をたたえ、

多くの妖怪を引き連れて飛び去って行ったのでした。

稲生武太夫（1734－1803）は実在した武士で、本人がその一部始終を書い

たという「三次実録物語」のほか、絵巻物・古文書・掛け軸など数多くの妖怪

に関する資料が残つています。
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春爛漫備北紀行

霧の城下町三次と未探訪の古墳

スケジュール

８：００ 福山駅北口発

↓（尾道松江道など）

１０：００ 三次着

（この間徒歩）照林坊・頼杏平役宅・社倉など三次城下町探訪

１２：００ 尾関山公園（昼食・探訪）

１３：００ 同上発

↓

１３：２０ 若宮古墳・若宮八幡宮・花園遺跡

１４：００ 同上発

↓

１４：３０ 酒屋高塚古墳

１５：００ 同上発

↓

１５：１０ 下本谷遺跡

１５：３０ 同上発

↓

１７：３０ 福山駅北口着解散

注意事項

１、団体行動です。指示に従って行動ください。

２、ごみは各自で持ち帰ってください。

３、気分が悪くなった方は、早めに事務局に申し出てください。
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三
次
市
の
歴
史

〔

原
始
・
古
代〕
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酒屋高塚出土の画文帯神獣鏡
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〔

中
世〕
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〔

近
世〕
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〔

一
揆〕

〔

近
現
代〕
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明
治
一
九
年
五
日
市
・
内
町
を
含
む
上
里
村
が
三
次
町
と
な
�
た
�

同
二
二
年
町
村
制
施
行
に
伴
い
現
三
次
市
域
に
は
三
次
町
に
加
え
て

新
た
に
八
次
村
・
河
内
村
・
川
地
村
・
酒
河
村
・
原
村
�
旧
三
次
郡
�
�

神
杉
村
・
田
幸
村
・
和
田
村
・
川
西
村
�
旧
三
谷
郡
�
が
成
立
し
た
�

同
三
一
年
三
次
郡
と
三
谷
郡
が
合
併
し
て
双
三
郡
と
な
り
�
郡
役
所

は
三
次
町
に
置
か
れ
た
�
大
正
六
年
�
一
九
一
七
�
原
村
が
十
日
市

町
と
な
り
�
昭
和
一
二
年
�
一
九
三
七
�
八
次
村
を
合
併
し
た
�

近
代
に
入
り
三
次
の
も
つ
交
通
機
能
は
い
�
そ
う
高
ま
�
た
�
明

治
に
な
�
て
江
の
川
の
津
留
め
の
廃
止
に
伴
い
三
次
�
江
津
間
が
川

船
で
結
ば
れ
�
さ
ら
に
江
津
を
中
継
し
て
北
九
州
経
済
圏
と
も
結
ば

れ
た
�
大
正
七
年
夏
広
島
県
で
最
初
の
米
騒
動
が
三
次
で
起
こ
�
た

背
景
に
は
�
そ
の
三
年
前
の
大
正
四
年
芸
備
鉄
道
が
広
島
�
三
次
に

開
通
し
�
三
次
が
県
北
の
物
資
集
散
地
と
し
て
農
林
産
物
の
広
島
へ

の
積
出
基
地
に
な
�
て
い
た
た
め
�
米
相
場
の
急
上
昇
に
敏
感
で
あ

�
た
こ
と
が
あ
る
�

昭
和
二
九
年
三
月
�
双
三
郡
の
中
心
部
を
占
め
て
い
た
三
次
町
・

十
日
市
町
・
酒
河
村
・
河
内
村
・
和
田
村
・
田
幸
村
・
神
杉
村
と
�

旧
高
田
郡
の
粟
屋
村
�
昭
和
二
五
年
双
三
郡
に
編
入
�
の
八
力
町
村

が
合
併
し
て
三
次
市
が
成
立
�
同
年
一
一
月
皆
瀬
町
と
向
江
田
町
の

一
部
と
を
双
三
郡
三
良
坂
町
へ
分
離
�
昭
和
三
一
年
に
は
�
川
地
村

�
昭
和
二
六
年
高
田
郎
甲
立
町
の
秋
町
地
区
を
編
入
�
を
�
同
三
三

年
に
は
川
西
村
を
編
入
し
た
�
な
お
同
年
有
原
町
の
一
部
を
双
三
郡

三
和
町
に
分
離
し
た
�
�
平
凡
社
刊
�
広
島
県
の
地
名
�
よ
り
�

※
二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
�

三
次
市
�
初
代
�
�
双
三
郡
君
田
村
�

布
野
村
�
作
木
村
�
吉
舎
町
�
三
良
坂
町
�
三
和
町
�
甲
奴
郡
甲
奴

町
の
一
市
四
町
三
村
の
合
計
八
市
町
村
が
新
設
合
併
し
�
新
し
い
三

次
市
と
な
る
�
双
三
郡
は
消
滅
�

※
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
の
際
の
人
口
は
�
五
六
六
一
三
人
�

三
次
町

近
世
�
五
日
市
町
・
内
町
・
十
日
市
町
の
三
つ
の
町
人
街
を
総
称

し
て
三
次
町
ま
た
は
三
次
三
カ
町
と
い
�
た
�
比
高
一
七
〇
メ
�
ト

ル
の
比
熊
山
の
南
麓
に
�
東
・
西
・
南
の
三
方
を
川
に
囲
ま

れ
舌
状
に
張
出
す
現
三
次
町
の
沖
積
平
地
と
�
馬
洗
川
を
隔
て
た
南

の
現
十
日
市
町
の
沖
積
平
地
に
立
地
�
こ
の
地
は
中
世
三
吉
村
�
郷
�

あ
る
い
は
三
吉
原
村
�
あ
る
い
は
単
に
原
村
と
よ
ば
れ
て
お
り
�
文

明
三
年
�
一
四
七
一
�
閏
八
月
一
九
日
付
の
足
利
義
政
御
内
書
�
毛

利
家
文
書
�
に
�
備
後
国
三
吉
口
陣
事
�
引
退
云
々
�
と
あ
る
�
ま

た
大
永
七
年
�
一
五
二
七
�
一
一
月
二
八
日
付
の
陶
晴
賢
宛
の
仁
保

興
奉
合
戦
注
文
�
三
浦
家
文
書
�
に
も
�
咋
廿
七
�
備
州
三
吉
郡
三

吉
郷
発
向
合
戦
之
時
�
と
み
え
る
�

中
世
末
期
�
三
吉
�
原
�
村
が
二
村
に
分
れ
�
南
の
現
十
日
市
町

の
地
は
原
村
に
�
北
の
現
三
次
町
の
地
は
上
里
村
と
な
り
�
さ
ら
に

天
正
年
間
�
一
五
七
三
�
九
二
�
領
主
三
吉
氏
が
本
拠
を
畠
敷
の
比

叡
尾
山
城
か
ら
上
里
村
寺
戸
へ
移
し
た
時
期
と
前
後
し
て
�
上
里
村

の
中
に
五
日
市
町
が
�
原
村
の
中
に
十
日
市
町
が
成
立
し
�
両
町
よ

り
や
や
お
く
れ
て
一
七
世
紀
前
半
に
上
里
村
の
中
に
内
町
が
成
立
し

た
�寛

永
九
年
�
一
六
三
二
�
三
次
藩
の
成
立
に
伴
い
�
三
次
町
は
そ

の
城
下
町
と
な
�
た
�
享
保
年
間
�
一
七
一
六
�
三
六
�
の
三
次
町

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8C%E4%B8%89%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%9B%E7%94%B0%E6%9D%91
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%83%E9%87%8E%E6%9D%91
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%9C%E6%9C%A8%E6%9D%91
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E8%88%8E%E7%94%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E8%89%AF%E5%9D%82%E7%94%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E5%92%8C%E7%94%BA_(%E5%BA%83%E5%B3%B6%E7%9C%8C%E5%8F%8C%E4%B8%89%E9%83%A1)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E5%A5%B4%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E5%A5%B4%E7%94%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E5%A5%B4%E7%94%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%82%E7%94%BA%E6%9D%91%E5%90%88%E4%BD%B5
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「三次町国郡志」所収「三次町絵図」
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古
図
�
三
上
家
文
書
�
に
よ
る
と
�
現
三
次
町
の
中
心
に
藩
主
の
居

館
が
あ
り
�
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
武
家
屋
敷
が
あ
る
�
五
日
市
町
は

武
家
屋
敷
の
東
側
に
�
幾
つ
か
の
丁
字
形
曲
折
を
も
ち
な
が
ら
西
城

川
に
沿
�
て
ほ
ぼ
南
北
に
続
く
町
並
で
�
北
は
太
歳
神
社
か
ら
南
は

馬
洗
川
の
岩
神
渡
ま
で
お
よ
そ
八
丁
�
南
北
両
端
に
は
番
所
が
設
け

ら
れ
て
い
た
�
内
町
は
居
館
の
南
�
武
家
屋
敷
の
中
を
東
西
に

延
び
る
町
で
�
西
は
江
川
に
接
す
る
運
上
場
か
ら
東
西
三
丁
・
南
北

一
丁
の
短
い
町
�
十
日
市
町
は
馬
洗
川
の
南
岸
自
然
堤
防
上
に
位
置

す
る
お
よ
そ
八
丁
の
町
で
あ
�
た
�

�
国
都
志
下
調
書
出
帳
�
に
載
る
�
享
保
三
戌
年
下
調
へ
旧
記
之

事
�
に
よ
る
と
�
五
日
市
町
は
七
五
三
軒
・
二
千
四
一
九
人
�
内
町

は
八
九
軒
・
七
七
七
人
�
十
日
市
町
は
三
一
二
軒
・
一
千
五
三
人
で

三
カ
町
計
一
千
一
五
四
軒
・
四
千
二
四
九
人
�
同
書
出
帳
に
よ
る
と

文
政
三
年
�
一
八
二
〇
�
の
三
カ
町
計
は
八
七
三
軒
・
四
千
二
四
一

人
で
�
近
世
を
通
じ
て
大
き
な
変
化
は
な
い
�
ま
た
前
記
�
享
保
三

戌
年
下
調
へ
旧
記
之
事
�
は
�
三
ケ
町
之
事
�
と
し
て
次
の
よ
う
な

職
人
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
�

紙
屋
�
軒
数
な
し
�
�
質
屋
二
六
軒
�
油
屋
六
人
�
薬
師
屋
三
人
�
紺

屋
二
二
軒
�
鍛
冶
屋
一
四
軒
�
大
工
五
七
人
う
ち
三
人
船
大
工
�
桶

屋
一
四
人
�
木
挽
六
人
�
檜
皮
屋
四
人
�
鋳
掛
一
人
�
白
銀
細
工
八

人
�
畳
屋
五
人
�
筆
屋
二
人
�
磨
屋
六
人
�
染
工
屋
三
人
�
栖
巻
や

一
人
�
ハ
リ
モ
ノ
師
三
人
�
仕
立
屋
八
人
�
傘
師
三
人
�
小
間
物
屋

一
九
軒
�
米
屋
五
九
人
�
煙
草
屋
四
一
人
�
酒
屋
三
七
軒
�

元
禄
七
年
�
一
六
九
四
�
京
都
寺
町
二
条
上
ル
�
現
京
都
市
中
京

区
�
の
井
筒
屋
庄
兵
衛
か
ら
�
俳
譜
鵆
足
�
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
�

そ
れ
に
載
る
五
〇
〇
余
句
の
う
ち
の
多
く
は
五
日
市
町
年
寄
堺
屋
善

右
衛
門
�
柳
洞
子
�
を
は
じ
め
�
三
次
の
町
人
層
の
作
と
み
ら
れ
る
�

こ
の
句
集
に
は
広
島
・
尾
道
さ
ら
に
伊
丹
�
現
大
阪
府
伊
丹
市
�
な

ど
の
俳
人
名
も
み
ら
れ
�
三
次
町
人
の
文
化
的
成
長
が
う
か
が
え
る
�

三
方
を
川
で
囲
ま
れ
�
低
い
沖
積
平
地
に
立
地
す
る
三
次
町
は
�

し
ば
し
ば
洪
水
の
被
害
に
苦
し
ん
だ
�
延
宝
二
年
�
一
六
七
四
�
五

月
二
八
日
の
洪
水
で
西
城
川
の
土
手
が
切
れ
�
�
居
屋
鋪
近
辺
之

在
々
�
だ
け
で
田
畑
の
川
成
が
五
千
四
〇
〇
石
余
�
流
失
な
ら
び
に

崩
壊
家
屋
三
八
〇
軒
余
��
近
所
之
村
々
当
分
及
飢
申
者
�
が
二
千
八

七
〇
余
人
�
鳳
源
君
御
伝
記
�
三
次
分
家
済
美
録
�
所
収
�
と
い
う

状
況
で
あ
�
た
�
さ
ら
に
六
月
一
四
日
・
二
六
日
再
度
の
洪
水
に
見

舞
わ
れ
��
御
損
亡
御
普
請
被
仰
付
候
御
手
立
も
無
之
�
百
姓
共
当
分

よ
り
飢
候
得
共
御
救
可
被
成
様
も
無
之
�
有
様
で
��
右
之
通
毎
度
大

水
出
申
候
間
�
当
秋
来
年
も
又
洪
水
之
儀
難
斗
ニ
御
座
候
�
幸
川
向

ニ
地
高
之
処
御
座
候
間
�
是
へ
住
所
ヲ
替
家
中
之
者
共
も
引
越
洪
水

之
難
除
申
候
様
ニ
仕
度
奉
存
候
�
�
同
書
�
と
幕
閣
へ
訴
え
て
お
り
�

川
向
う
の
現
三
次
町
寺
戸
へ
の
町
ぐ
る
み
の
移
転
す
ら
考
慮
さ
れ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
�
こ
の
年
の
一
二
月
か
ら
浮
浪
人
対
策
を
兼
ね

て
�
三
次
町
裏
土
手
地
上
ケ
�
工
事
が
行
わ
れ
��
町
方
在
々
飢
人
并

乞
食
な
ど
土
持
来
候
者
共
江
分
々
相
応
銭
被
下
�
�
翌
年
一
月
二
二
日

に
は
�
両
町
�
原
三
次
�
飢
人
并
乞
食
共
江
岩
神
河
原
ニ
而
粥
被
下

人
数
式
千
五
六
百
人
余
有
之
�
二
月
六
日
両
町
并
在
々
飢
人
共
江
御

米
百
八
拾
俵
被
下
�
三
月
九
日
落
岩
土
手
之
内
ニ
小
屋
掛
り
乞
食
共

江
朝
夕
粥
被
下
�
�
同
書
�
て
い
る
�

享
保
五
年
�
三
次
藩
が
広
島
本
藩
へ
合
併
さ
れ
�
宝
暦
八
年
�
一
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七
五
八
�
に
は
家
臣
団
も
広
島
城
下
へ
引
揚
げ
る
に
及
び
�
三
次
ハ

寂
蓼
と
い
と
さ
ひ
し
く
�
御
館
も
荒
は
て
ゝ
�
屋
敷
跡
ハ
ミ
な
麻
黍

の
畠
と
な
り
��
頼
杏
坪
�
老
の
絮
言
�
�
�
三
次
町
は
城
下
町
か
ら
単

な
る
宿
場
町
・
在
郷
町
と
な
�
た
�

宝
暦
八
年
よ
り
三
次
郡
は
一
円
代
官
引
請
と
な
�
て
い
た
が
�
文

化
一
〇
年
�
一
八
一
三
�
再
び
三
次
町
に
は
奉
行
が
置
か
れ
�
郡
と

町
と
が
別
支
配
と
な
�
た
�
そ
の
頃
の
三
次
町
に
は
大
年
寄
・
町
年

寄
・
組
頭
・
大
肝
煎
・
肝
煎
・
目
代
の
役
職
が
置
か
れ
�
ま
た
�
町

方
役
人
と
は
別
に
川
船
方
年
寄
・
同
組
頭
・
同
肝
煎
の
川
船
方
役
人

が
置
か
れ
て
い
た
�
五
日
市
町
に
は
公
用
に
供
す
る
御
客
屋
が
あ
�

た
が
�
御
客
屋
守
は
年
寄
格
の
役
職
と
な
�
て
い
た
�

三
次
は
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
で
あ
り
�
城
下
広
島
か

ら
ほ
ぼ
現
在
の
国
道
五
四
号
沿
い
に
山
陰
に
通
ず
る
雲
石
路
�
尾
道

か
ら
ほ
ぼ
現
在
の
国
道
一
八
四
号
沿
い
に
三
次
に
達
す
る
石
見
路

�
赤
名
越
�
�
三
次
か
ら
は
ぼ
真
�
す
ぐ
北
に
延
び
る
雲
伯
路
�
北
東

の
庄
原
�
現
庄
原
市
�
・
東
城
�
現
庄
原
市
東
城
町
�
を
経
て
備
中
へ

延
び
る
備
中
新
見
路
が
あ
�
た
�
三
次
宿
に
は
伝
馬
三
〇
匹
が
置
か

れ
�
西
北
三
里
で
布
野
宿
�
現
双
三
郡
布
野
村
�
と
�
西
南
六
里
で

高
田
郡
吉
田
宿
�
現
吉
田
町
�
と
�
東
南
五
里
で
三
谷
郡
吉
舎
宿
�
現

三
次
市
吉
舎
町
�
と
�
東
北
四
里
で
三
上
郡
庄
原
宿
�
現
庄
原
市
�

と
�
北
は
五
里
で
恵
蘇
郡
宮
内
宿
�
現
庄
原
市
口
和
町
�
と
結
ん
で

い
た
�
ま
た
芸
備
両
国
か
ら
諸
河
川
が
集
ま
り
�
こ
こ
で
合
流
し
て

日
本
海
に
注
ぐ
三
次
は
�
内
陸
河
川
交
通
で
も
か
な
め
の
地
を
占
め

て
い
た
�

三
次
町
の
�
国
郡
志
下
調
書
出
帳
�
は
一
九
世
紀
初
め
の
三
次
の

商
業
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
�

商
荷
物
ハ
石
州
筋
ヨ
リ
楮
荷
物
并
ニ
扱
苧
当
所
へ
向
ケ
操
出
シ
申

候
�
楮
ハ
多
ク
三
谷
郡
之
内
村
々
へ
向
ケ
売
申
候
�
扱
苧
ハ
専
ラ
尾

道
へ
向
ケ
出
申
候
��
中
略
�
雲
州
辺
商
人
木
綿
荷
類
沢
山
ニ
広
島
筋

へ
操
出
シ
染
地
類
ニ
相
成
申
候
�
其
外
諸
商
人
肴
荷
物
多
ク
運
送
仕

候
��
中
略
�
広
島
海
田
辺
商
人
奥
筋
へ
入
込
ミ
并
ニ
雲
石
因
伯
辺
迄

モ
古
手
古
間
物
類
繰
出
シ
�
其
外
当
所
商
人
共
麻
多
葉
粉
尾
道
辺
へ

繰
出
シ
候
儀
夥
シ
ク
�
馬
方
共
年
中
運
送
得
交
易
申
候

照
林
坊

�
三
次
市
三
次
町
�

住
吉
神
社
の
西
�
三
次
町
の
市
街
地
に
あ
り
�
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
�
明
鏡
山
と
号
し
�
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
�
広
島
県
で
浄
土
真
宗

寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
最
も
古
い
寺
院
は
�
鎌
倉
初
期
明
光
が
沼

隈
郡
山
南
�
現
福
山
市
沼
隈
町
�
に
建
立
し
た
光
照
寺
で
あ
る
が
�

照
林
坊
も
同
寺
の
�
明
鏡
山
照
林
坊
由
緒
�
に
よ
る
と
同
じ
明
光
を

開
基
と
し
�
初
め
山
南
の
光
照
寺
の
近
く
に
あ
�
た
と
い
う
�
同
由

緒
は
明
光
を
藤
原
頼
康
四
男
�
母
は
源
義
朝
の
嫡
女
で
源
頼
朝
の
甥

で
あ
り
親
鸞
の
直
弟
子
と
す
る
�
な
お
光
照
寺
縁
起
�
光
照
寺
蔵
�

は
照
林
坊
の
開
基
を
明
光
の
従
者
新
屋
�
尊
智
�
と
し
て
い
る
�

入
信
者
を
一
流
相
承
系
図
に
書
加
え
て
視
覚
的
な
安
心
を
与
え
る

と
い
う
明
光
派
の
浄
土
真
宗
を
�
備
後
北
部
か
ら
さ
ら
に
山
陰
地
方

に
広
め
る
う
え
で
�
先
駆
的
な
役
割
を
果
し
た
の
は
照
林
坊
七
世
祐

了
で
あ
る
�
前
記
由
緒
に
よ
る
と
�
彼
は
備
後
・
安
芸
・
石
見
の
諸
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国
を
遍
歴
し
た
の
ち
�
永
正
四
年
�
一
五
〇
七
�
安
芸
国
高
田
郡
原

田
�
現
安
芸
高
田
市
�
へ
照
林
坊
を
移
し
�
さ
ら
に
同
一
四
年
に
は

同
郡
船
木
�
現
同
市
�
へ
移
し
た
�
こ
の
頃
の
照
林
坊
に
つ
い
て
�
芸

藩
通
志
�
に
�
毛
利
隆
元
�
佐
々
部
三
百
五
十
貫
を
施
す
�
と
あ
り

毛
利
氏
と
の
結
び
つ
き
を
う
か
が
わ
せ
る
�
近
世
の
照
林
坊
の
末
寺

二
三
一
カ
寺
の
う
ち
�
一
〇
〇
余
カ
寺
は
祐
了
の
時
代
の
所
属
と
い

う
�
前
記
由
緒
�
�
照
林
坊
の
本
尊
画
像
裏
面
墨
書
銘
に
�
大
谷
本
願

寺
釈
実
如
�
花
押
�

永
正
十
三
年
丙
子
八
月
十
日

光
照
寺
門
徒

安
芸
国
高
田
郡
原
田

願
主
祐
了
�
と
あ
り
�
一
六
世
紀
の
初
め
頃

す
で
に
本
願
寺
派
に
属
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
�
ま
た
天
文
四
年
�
一

五
三
五
�
に
は
�
こ
れ
ま
で
の
法
義
弘
通
の
功
に
よ
り
証
如
上
人
宗

祖
聖
人
の
御
影
像
を
供
奉
し
て
下
向
安
置
を
許
さ
れ
て
お
り
�
前
記

由
緒
�
�
本
願
寺
証
如
の
�
天
文
日
記
�
天
文
六
年
七
月
一
五
日
条
に

�
上
野
一
筆
照
林
坊
下
ニ
事
付
候
�
と
あ
る
�

慶
長
七
年
�
一
六
〇
二
�
照
林
坊
は
船
木
よ
り
三
次
五
日
市
町
の

現
在
地
へ
移
�
た
�
近
世
の
照
林
坊
に
つ
い
て
三
次
町
の
�
国
郡
志

下
調
書
出
帳
�
は
�
芸
州
備
后
備
中
長
州
雲
州
石
州
真
宗
一
派
開
闢

之
寺
ニ
テ
�
本
堂
并
門
建
方
ハ
石
山
本
願
寺
ヨ
リ
被
差
免
全
ク
本
山

之
形
合
ニ
建
組
�
中
略
�
比
熊
山
之
城
跡
之
礎
石
并
ニ
城
門
之
唐
折

戸
鳳
源
院
様
ヨ
リ
被
為
下
置
侯
�
中
略
�
当
山
末
寺
凡
弐
百
七
拾
余

ケ
寺
�
と
述
べ
て
い
る
�
元
禄
六
年
�
一
六
九
三
�
三
次
藩
第
三
代

藩
主
浅
野
長
澄
が
初
め
て
三
次
へ
入
部
し
た
と
き
�
照
林
坊
へ
�
被

成
御
座
�
終
日
町
方
在
方
之
者
相
撲
御
覧
�
御
膳
之
節
照
林
坊
倅
八

代
丸
へ
も
御
盃
被
下
��
天
柱
君
御
伝
記
�
三
次
分
家
済
美
録
�
所
収
�

と
あ
る
�
現
在
の
本
堂
は
嘉
永
五
年
�
一
八
五
二
�
落
成
の
も
の
で
�

真
宗
寺
院
本
堂
で
は
県
下
最
大
の
建
造
物
と
い
う
�
こ
の
本
堂
建
築

に
関
し
て
�
広
島
藩
の
御
山
方
帖
元
よ
り
�
三
次
郡
御
山
目
付
に
宛

て
た
弘
化
三
年
�
一
八
四
六
�
の
文
書
�
三
上
家
文
書
�
三
次
郡
川

下
組
組
合
諸
控
帳
�
所
収
�
に
�
三
次
照
林
坊
普
請
入
用
材
木
�
其

照林坊本堂（国登録文化財）
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郡
及
近
郡
百
姓
と
も
村
分
腰
林
無
願
伐
払
同
寺
へ
寄
附
い
た
し
候

�
中
略
�
無
願
伐
払
之
義
は
御
法
度
筋
之
処
�
大
木
夥
敷
伐
払
候
趣

相
聞
候
ハ
�
急
度
相
し
ら
べ
�
と
報
告
を
求
め
た
も
の
が
あ
り
�
照

林
坊
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
�

慶
応
元
年
�
一
八
六
五
�
第
二
次
長
州
征
伐
の
と
き
�
石
州
口
へ

進
攻
し
た
幕
府
勢
は
三
次
を
通
�
て
北
上
し
た
が
�
福
山
藩
主
阿
部

正
方
は
往
路
照
林
坊
を
宿
舎
と
し
�
翌
二
年
一
二
月
の
帰
路
に
も
�
御

同
勢
五
千
人
御
通
行
成
三
次
二
而
御
越
年
二
成
�
御
本
陣
照
林
坊
�

�
�
年
代
記
�
武
田
家
文
書
�
と
な
�
た
��
以
上
�
広
島
県
の
地
名
�

よ
り
�

頼
杏
平頼

杏
坪
は
宝
暦
六
年
�
一
七
五
六
�
七
月
�
父
又
十
郎
�
母
仲
子

の
四
男
と
し
て
竹
原
に
生
ま
れ
る
�
通
称
は
万
四
郎
�
長
兄
が
春
水
�

次
男
と
五
男
が
死
亡
し
�
次
兄
が
春
風
�
頼
山
陽
は
兄
春
水
の
子
で
�

杏
坪
は
叔
父
に
当
た
る
�

杏
坪
は
七
歳
の
と
き
母
に
死
別
し
�
父
と
兄
に
育
て
ら
れ
た
�
家

は
商
家
で
�
父
は
学
問
好
き
で
あ
�
た
�
二
五
歳
の
と
き
大
坂
に
出

て
儒
学
を
学
び
�
三
〇
歳
で
広
島
藩
学
問
所
の
儒
官
に
迎
え
ら
れ
�

天
明
五
年
�
一
七
八
五
�
広
島
藩
主
の
子
斉
賢
の
教
育
係
と
な
�
た
�

春
水
�
春
風
�
杏
坪
の
頼
三
兄
弟
は
�
と
も
に
文
才
に
恵
ま
れ
�

儒
者
で
あ
り
�
多
く
の
優
れ
た
漢
詩
を
残
す
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
共

通
点
を
持
ち
合
わ
せ
る
と
共
に
�
個
性
を
生
か
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
後
世
に
名
を
残
し
た
�
杏
坪
が
二
人
の
兄
と
異
な
る
の
ほ
�
地

方
行
政
官
と
し
て
歩
ん
だ
足
跡
で
あ
る
�
し
か
も
�
普
通
の
人
な
ら

隠
居
す
る
五
十
代
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
�
郡
代
官
や
三
次
町
奉
行
と

し
て
藩
政
の
一
端
に
加
わ
�
た
�

杏
坪
が
三
次
・
恵
蘇
郡
の
代
官
に
な
�
た
の
は
文
化
十
年
�
一
八

一
三
�
十
月
で
�
五
八
歳
の
と
き
で
あ
�
た
�
そ
の
後
�
三
上
・
奴

可
郡
を
加
え
た
備
後
北
部
四
郡
�
現
在
の
三
次
・
庄
原
市
�
の
代
官

を
歴
任
�
備
北
各
地
の
村
々
を
歩
い
て
農
民
の
声
を
聞
き
�
政
治
に

反
映
さ
せ
よ
う
と
努
め
た
�
飢
饉
に
備
え
て
柿
を
植
え
た
り
�
神
社

に
老
人
を
集
め
て
敬
老
会
を
催
し
た
な
ど
の
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
�文

政
十
一
年
�
一
八
二
八
�
�
杏
坪
は
三
次
町
奉
行
に
任
じ
ら
れ
�

頼杏平画像
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頼
杏
坪
役
宅

三
次
社
倉

尾
関
山
城
跡
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尾
関
山
城
址
略
測
図（

広
島
県
中
世
城
館
遺
跡
総
合
報
告
書
よ
り）
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側
に
は
三
八
�
×
一
五
�
の
石
積
み
の
福
島
台
が
あ
り
�
三
吉
台
と

の
間
に
は
段
差
の
あ
る
小
郭
群
を
設
け
て
連
絡
し
て
い
る
�
南
側
は

小
郭
の
下
に
四
〇
�
×
一
二
�
の
郭
が
あ
り
�
福
島
台
に
連
絡
し
て

い
る
�

本
丸
�
石
見
台
�
の
北
か
ら
西
側
に
か
け
て
は
幅
八
�
二
〇
�
の

上
里
台
が
あ
り
�
南
側
に
は
上
里
台
と
の
間
に
小
郭
を
設
け
て
い
る

ほ
か
�
七
〇
�
×
二
五
�
規
模
の
二
の
丸
�
因
幡
台
�
が
あ
り
�
そ

の
下
に
一
二
〇
�
二
〇
�
の
三
の
丸
�
望
巴
台
・
迎
陽
台
�
が
あ
り
�

さ
ら
に
そ
の
下
に
幅
七
�
の
細
長
い
郭
が
あ
る
�

尾
関
山
城
は
現
在
�
公
園
化
さ
れ
て
い
る
た
め
�
一
部
は
原
状
を

失
�
て
い
る
が
�
郭
の
大
部
分
は
よ
く
旧
状
を
と
ど
め
て
い
る
�
郭

の
一
部
は
�
の
ち
に
尾
関
氏
に
よ
�
て
修
築
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
�

浅
野
氏
の
代
に
な
る
と
廃
城
と
な
�
た
�
な
お
�
尾
関
石
見
守
正
勝

の
墓
は
�
こ
の
城
の
東
北
方
の
西
江
寺
に
あ
り
�
浅
野
氏
の
墓
所
は

鳳
源
寺
境
内
に
あ
る
��
新
人
物
往
来
社
刊
�
日
本
城
郭
大
系
�
１
３

よ
り
�

若
宮
八
幡
神
社

�
三
次
市
十
日
市
町
花
園
�

Ｊ
Ｒ
三
次
駅
の
裏
山
�
三
次
盆
地
の
南
縁
か
ら
北
へ
張
出
す
丘
陵

の
突
端
に
鎮
座
す
る
�
祭
神
応
神
天
皇
�
通
称
�
若
宮
さ
ん
�
の
名

で
知
ら
れ
�
境
内
は
桜
の
名
所
と
も
な
�
て
い
る
�
旧
村
社
�

�
芸
藩
通
志
�
に
よ
る
と
�
鎌
倉
時
代
初
め
三
吉
村
地
頭
三
吉
兼

範
が
山
城
国
男
山
八
幡
宮
�
石
清
水
八
幡
宮
�
を
原
村
救
山
に
勧
請

し
た
の
が
初
め
で
�
三
吉
家
一
四
代
隆
亮
が
弘
治
三
年
�
一
五
五
七
�

上
里
村
寺
戸
へ
移
し
た
�
上
里
村
の
�
国
郡
志
下
調
書
出
帳
�

に

�
奉
祈
造
立
八
幡
宮
宝
殿
壱
社

大
檀
那
三
吉
式
部
少
輔
藤
原
隆
亮

大
願
主
三
吉
安
房
守
藤
原
致
高

社
務
泉
三
郎
五
郎
藤
原
久
正
弘
治

三
丁
巳
年
菊
月
三
日
�
の
棟
札
を
蔵
す
と
あ
る
�
ま
た
�
境
内
に
祀

�
た
粟
屋
大
明
神
に
つ
い
て
書
出
帳
は
�
隆
亮
の
子
広
高
が
叔
父
の

粟
屋
刑
部
少
輔
を
遺
恨
に
よ
�
て
比
叡
尾
山
城
へ
お
び
き
よ
せ
謀
殺

し
た
と
こ
ろ
�
城
内
に
崇
り
が
あ
�
た
の
で
そ
の
霊
を
祀
�
た
も
の

と
記
し
��
御
真
体
ハ
仏
像
ニ
テ
御
剃
髪
鼠
色
法
衣
着
御
姿
�
と
あ
る
�

神
社
に
は
天
正
一
〇
年
�
一
五
八
二
�
三
吉
隆
亮
寄
進
の
鉄
灯
籠
を

蔵
す
る
�

近
世
に
は
上
里
村
・
三
次
町
・
原
村
・
東
河
内
村
半
分
の
氏
神
社

と
な
�
た
�
毎
年
九
月
の
祭
礼
に
は
�
初
め
�
五
日
市
町
太
歳
神
社

と
十
日
市
町
の
弁
財
天
杜
を
隔
年
に
旅
所
と
し
て
�
九
月
九
日
神
輿

四
体
が
渡
御
�
同
一
五
日
還
御
と
な
�
て
い
た
が
�
宝
暦
七
年
�
一

七
五
七
�
か
ら
は
旧
鎮
座
地
の
原
村
救
山
へ
の
渡
御
が
行
わ
れ
�
寛

政
七
年
�
一
七
九
五
�
か
ら
は
九
月
一
四
日
神
輿
は
太
歳
神
社
で
一

泊
し
�
翌
一
五
日
救
山
へ
渡
御
し
て
還
御
し
て
い
た
�
三
次
町
�
国

郡
志
下
調
書
出
帳
�
�
�
こ
の
渡
御
に
つ
い
て
上
里
村
の
�
国
郡
志
下

調
書
出
帳
�
は
�
一
説
に
�
と
し
て
�
古
く
道
中
で
神
輿
が
四
基
と

も
に
動
か
な
く
な
�
た
話
を
記
し
�
弘
治
三
年
の
遷
座
の
折
に
は
�

寺
戸
の
あ
る
農
家
に
神
体
が
一
年
近
く
も
逗
留
し
た
と
い
う
伝
え
を

記
す
�
こ
の
農
家
の
当
主
は
以
後
代
々
八
幡
神
社
の
神
体
渡
御
の
折

に
�
神
輿
に
神
霊
を
移
す
役
目
の
大
長
役
を
勤
め
る
と
い
う
�
大
正

五
年
�
一
九
一
六
�
三
次
町
か
ら
現
在
地
へ
移
�
た
��
広
島
県
の
地

名
よ
り
�



16

若
宮
古
墳

花
園
遺
跡
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酒
屋
高
塚
古
墳

下
本
谷
遺
跡

酒屋高塚測量図（探訪広島の古墳より）
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下本谷遺跡測量図（広島県史考古編より）
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下
本
谷
遺
跡
出
土
土
器
実
測
図（

広
島
県
史
考
古
編
よ
り）
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